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生育状況を載せた生産者の顔つき看板

つや姫ヴィラージュ ＋ 寒河江市議会特 集
　国民１人あたりの年間米消費量は1962年の118.3kgをピークに減少しており、2020年は50.8kgと半
分以下に。そのため近年は良食味品種の育成・ブランド化が各地で行われており、産地間競争が激化
しています。今回はつや姫の生産を団地化しブランド化に取り組んでいる、つや姫ヴィラージュの皆
さんにお話を伺いました。

「
つ
や
姫
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
」の
開
村
に

至
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

■
つ
や
姫
は
山
形
県
の
定
め
る
適
地

マ
ッ
プ
内
で
あ
れ
ば
、認
定
さ
れ
た
生

産
者
が
そ
の
中
で
圃
場
を
選
び
、作
付

け
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、寒
河
江

市
内
に
も
圃
場
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
つ
や
姫
の
試
験
栽
培
時
に
寒
河
江
市

が
村
山
地
区
で
最
初
に
作
付
け
を
し
た

こ
と
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か
ら

視
察
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

作
付
け
場
所
を
案
内
す
る
と
き
に
１
カ

所
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
ほ
う
が
都
合
が

い
い
な
と
、始
ま
り
は
単
純
に
そ
う
い

う
発
想
で
し
た
。そ
こ
で
県
の
ブ
ラ
ン

ド
推
進
課
か
ら
も
協
力
を
得
な
が
ら
集

積
し
、平
成
23
年
の
開
村
時
に
は
、13
名

と
１
団
体
、15
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
り
ま

し
た
。

　
村
名
は
、フ
ラ
ン
ス
語
で
村
を
意
味

す
る「
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
」と
い
う
言
葉
が

つ
や
姫
の
お
姫
様
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、み
ん
な
で
話

し
合
っ
て
決
め
ま
し
た
。

つ
や
姫
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
の
こ
だ
わ
り
や
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ

さ
い

■
こ
だ
わ
り
は
な
ん
と
い
っ
て
も
水
と

土
で
す
。

　
つ
や
姫
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
を
清
流
日
本

一
に
も
選
ば
れ
た「
寒
河
江
川
の
水
」の

か
か
る
古
河
江
と
三
泉
の
２
カ
所
に
限

定
し
た
上
で
、用
水
路
へ
の
幸
生
炭
設
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幸生炭設置の取り組み

他地域からの視察も絶えない

い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
で
開
村
か
ら
11
年
目
を
迎
え
、

現
在
で
は
29
名
と
２
法
人
、51・７
ヘ
ク

タ
ー
ル
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　
苦
労
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い

■
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で「
追
い
付
け
魚

沼
、追
い
越
せ
魚
沼
」を
合
言
葉
に
、気

持
ち
を
一
つ
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、夢
を
追
い
か

け
て
や
っ
て
き
た
こ
と
な
の
で
、思
い

出
さ
れ
る
の
は
楽
し
か
っ
た
こ
と
ば
か

り
で
す
ね
。

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

■
日
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
お
米

が
あ
り
、新
し
い
品
種
も
出
て
き
て
い

ま
す
が
、例
え
ば
、魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

置
に
よ
る
水
の
浄
化
、団
地
化
に
よ
る

無
駄
の
な
い
水
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、葉
色
診
断
、土
壌
分
析
、決
め
ら

れ
た
肥
料
の
散
布
な
ど
に
よ
り
土
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
つ
や
姫
は
土
質
が
食
味
に
影
響
を
与

え
や
す
い
品
種
で
、同
じ「
山
形
県
産
つ

や
姫
」で
あ
っ
て
も
食
味
が
異
な
る
と

い
う
声
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。つ
や
姫

ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
の
狙
い
の
一
つ
に「
寒

河
江
産
の
つ
や
姫
」を
他
市
町
村
の
つ

や
姫
と
差
別
化
し
、付
加
価
値
を
高
め

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。統
一
し

た
管
理
に
よ
り
食
味
が
安
定
し
て
い
る

ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
の
つ
や
姫
は
販
売
業
者

か
ら
も
好
評
で
、安
心
し
て
販
売
し
て

と
寒
河
江
の
つ
や
姫
、ど
ち
ら
か
一
方

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
言
わ
れ
た
ら
ど

ち
ら
を
選
ぶ
か
。そ
こ
で
選
ん
で
も
ら

え
る
と
い
う
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
力
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
つ
け
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は

品
質
を
維
持
し
、知
名
度
を
上
げ
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
寒
河
江
の
つ
や
姫
を
日
本
一

の
お
米
に
す
る
こ
と
を
究
極
の
目
標
に
、

技
術
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、市
民
の
皆
さ
ん
、寒
河
江
市
議

会
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

■
生
産
者
の
努
力
だ
け
で
は
、つ
や
姫

が
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。や
は
り
一
番
は
市
民・県
民
の

皆
さ
ん
が
つ
や
姫
を
お
歳
暮
や
お
中
元
、

引
出
物
に
使
う
な
ど
し
て
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
で
、そ
の
名
を
広
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て
作

り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

つ
や
姫
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
の
皆
さ
ん
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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臨時会･定例会で審議した議案のうち、特に皆さんに知っておいてほしいことをピックアップします。

※ここでは、表示単位未満を四捨五入しております。

ここ がポイント

寒河江市の令和3年度決算を認定
認第１号～議第７号、議第39号～議第40号

令和4年　第2回臨時会　・　第３回定例会
（７月19日 /1日間） （９月１日～９月22日 /22日間）

一般会計や市立病院事業会計、
国民健康保険特別会計など、寒
河江市の令和３年度決算を本会
議および決算特別委員会で審査
しました。
その結果、全ての決算が認定さ
れました。

一般会計決算 歳入　273億6741万円（14.2％減）
歳出　263億9344万円（14.6％減）
　  実質収支　8億7922万円

令 和 ３ 年 度 決 算

民生費
28.1％
民生費
28.1％

総務費 28.2％総務費 28.2％

一般会計歳出
（目的別）
一般会計歳出
（目的別）

ふるさと納税の
返礼品等費用のため
近年大きな割合に
なっています

ふるさと納税の
返礼品等費用のため
近年大きな割合に
なっています

医療や介護、子育て
等に使われる費用。
こちらも増加傾向に
あります。

医療や介護、子育て
等に使われる費用。
こちらも増加傾向に
あります。

建設関係の他
除雪も
この項目です

建設関係の他
除雪も
この項目です

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

使用目的が
決められている
お金です

使用目的が
決められている
お金です

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

ふるさと納税による
寄附金が、近年収入の
大きな割合を占めて
います。

ふるさと納税による
寄附金が、近年収入の
大きな割合を占めて
います。

商工関係の他
観光振興も
この項目です

商工関係の他
観光振興も
この項目です

支出

収入
一般会計
歳入
一般会計
歳入

教育費
6.8％
教育費
6.8％

土木費
9.9％
土木費
9.9％

農林水産業費
1.9％
農林水産業費
1.9％

その他
1.6％
その他
1.6％

市税
18.4％
市税
18.4％

寄附金
14.4％
寄附金
14.4％自主

財源
51.5％

自主
財源
51.5％

依存
財源
48.5％

依存
財源
48.5％

繰越金・諸収入等
18.7％
繰越金・諸収入等
18.7％

地方交付税・
地方特例交付金等
18.6％

地方交付税・
地方特例交付金等
18.6％

国庫支出金
15.2％
国庫支出金
15.2％

県支出金
5.3％
県支出金
5.3％

その他
4.5％
その他
4.5％

市債
4.9％
市債
4.9％

消防費
2.3％
消防費
2.3％

商工費
8.4％
商工費
8.4％

公債費
6.2％
公債費
6.2％

衛生費
6.6％
衛生費
6.6％

市民１人あたり市民１人あたり
654,632円654,632円

主な事業会計 収　入 支　出

市立病院事業会計
収益的  19億6976万円  19億6425万円

資本的     8778万円  1億3491万円

水道事業会計
収益的 11億1325万円  9億9419万円

資本的  1億9651万円  4億8095万円

主な特別会計 収　入 支　出

国民健康保険特別会計 41億  10万円 39億4037万円

介護保険特別会計 45億3906万円 43億1365万円
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感染に不安がある市民に無料ＰＣＲ検査事業を実施

認第１号　令和３年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　歳出第４款　衛生費　【感染症対策事業】

新型コロナウイルスの感染に不安がある市民を対象にした無料ＰＣＲ検査を実施。
◦� ＰＣＲ検査数　令和３年４月実施分624件、令和４年１月実施分168件

妊娠・出産・育児期のパパ、ママを支援

認第１号　令和３年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　歳出第４款　衛生費　【母子保健指導事業】

乳幼児の保護者を対象にした子育て教室や育児相談・訪問指導
や、子どもの出生を祝い、記念品を贈る事業を実施。
◦� パパママスクール　　　　　　　26回（137人）　　
◦� さがえっこハッピーギフト事業　295人

プレミアム商品券発行等で地域経済を支援

認第１号　令和３年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　歳出第７款　商工費　【地域経済緊急対策事業】

新型コロナウイルスの影響を受ける地域経済への緊急対策事業を実施。
○ プレミアム商品券発行事業　　　　　　　　１億7862万円
○ 新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金　１億2025万円

安全・安心なまちを実現するための防犯対策

認第１号　令和３年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　歳出第２款　総務費　【防犯対策事業】

○ 防犯街路灯設置事業　　251万円
ＬＥＤ防犯街路灯44機を新設、既存の防犯街路灯３機をＬＥＤ
灯に交換。
○ 防犯カメラ設置補助金　 12万円
防犯カメラを設置する地域の１団体に対して設置費用の一部を助成。
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市道ほなみ団地陵東中学校線の進捗状況

認第１号　令和３年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　歳出第８款　土木費　【道路新設改良事業（交付金）】

市道の安全で快適な通行を確保するための改良整備を実施。

【こんな質疑が行われました】　　
Ｑ．	�道路新設改良事業は、主に「ほなみ団地陵東中学校線」かと思うが、用地買

収・物件移転補償や工事の進捗率はどの程度か。
Ａ．	�補償は件数に対する割合で４割程度、工事は総延長約１キロのうち約200メー

トル盛土工、擁壁工が完了しております。

増える自然災害への対策事業

認第１号　令和３年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　歳出第９款　消防費　【防災対策事業】

防災対策事業として、「防災マップの更新」「防災無線の整備」
「避難所の備蓄品購入」「感染症防止対策用の備蓄品購入」「自主
防災組織への土のう配布」等を実施。

小中学校もどんどんデジタル化

認第１号　令和３年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　歳出第10款　教育費　【小中学校ＩＣＴ活用支援事業】

学校から保護者等に「学校行事のお知らせ」「自然災害時や新
型コロナウイルス感染症対策による臨時休校情報」「不審者情
報」等の配信を一斉に行う、『さくら連絡網』を導入。

市立病院の救急車受け入れ件数
認第７号　令和３年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について

令和３年度の救急車の受け入れ件数は620件あり、そのうち時間内は282件、夜間休
日が338件でした。
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物価高騰等による緊急対策

議第34号　令和４年度寒河江市一般会計補正予算（第３号）
　　　　　 歳出第２款　総務費　【市民生活支援緊急対策事業】

○ 市民生活支援緊急対策事業　１億230万円
水道基本料金（令和４年10月から令和５年３月まで）の無料化等の実施に伴い、水
道事業会計の減収に対する補填を行うものです。

原油高騰の影響を受け、灯油購入費等支援

議第41号　令和４年度寒河江市一般会計補正予算（第５号）
　　　　　 歳出第３款　民生費　【社会福祉総務事業】

○ 社会福祉総務事業　1048万円
住民税非課税世帯（高齢者、障がい者、ひとり親世帯等）と総合支援資金を借り入れ
た生活困窮世帯に対して冬季間の灯油購入費等資金として、1世帯１万円を助成する
ものです。

令 和 ４ 年 度 予 算

条　例　改　正

市民浴場使用料等の改正
議第47号　寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について

市民浴場の新築移転に伴い、使用料等について条例内容を改正するものです。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．	�障がい者は、今まで無料だったが、今回の改正で使用料を支払うようになるが

各団体などへの周知や話し合いなど行ってきたのか。
Ａ．	�寒河江市身体障がい者福祉協会とも協議を行っているものです。使用料は、現在

の物価高を踏まえ、実費（シャンプーやボディーソープ代等）をいただくものです。
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令 和 ４ 年 第 ３ 回 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

人権擁護委員の候補者の推薦に関し
意見を求めることについて

同意
（全会一致） 議第42号 令和４年度寒河江市国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）
可決

（全会一致）

承認第２号
専決処分の承認を求めることについ
て（令和４年度寒河江市一般会計補
正予算（第４号））

承認
（全会一致） 議第43号 令和４年度寒河江市介護保険特別会

計補正予算（第１号）
可決

（全会一致）

認第１号 令和３年度寒河江市一般会計歳入歳
出決算の認定について

認定
（全会一致） 議第44号 寒河江市印鑑条例の一部改正につい

て
可決

（全会一致）

認第２号 令和３年度寒河江市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算の認定について

認定
（全会一致） 議第45号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に

関する条例の一部改正について
可決

（全会一致）

認第３号
令和３年度寒河江市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

認定
（全会一致） 議第46号 寒河江市職員の育児休業等に関する

条例の一部改正について
可決

（全会一致）

認第４号 令和３年度寒河江市介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

認定
（全会一致） 議第47号 寒河江市市民浴場に関する条例の一

部改正について
可決

（全会一致）

認第５号
令和３年度寒河江市介護認定審査会
共同設置特別会計歳入歳出決算の認
定について

認定
（全会一致） 議第48号 寒河江市営住宅条例の一部改正につ

いて
可決

（全会一致）

認第６号
令和３年度寒河江市財産区特別会計
（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算
の認定について

認定
（全会一致） 議第49号 財産（小型除雪車）の取得について 可決

（全会一致）

認第７号 令和３年度寒河江市立病院事業会計
決算の認定について

認定
（全会一致） 議第50号 財産（除雪グレーダ）の取得につい

て
可決

（全会一致）

議第36号
※

寒河江市教育委員会委員の任命につ
いて

同意
（賛否表参照） 議第51号 市道路線の廃止について 可決

（全会一致）

議第37号 寒河江市固定資産評価審査委員会委
員の選任について

同意
（全会一致）

議第52号
※

寒河江市教育委員会委員の任命につ
いて

同意
（全会一致）

議第38号 表彰について 同意
（全会一致） 議第53号 令和４年度寒河江市一般会計補正予

算（第６号）
可決

（全会一致）

議第39号 令和３年度寒河江市水道事業会計利
益の処分及び決算の認定について

可決および認定
（全会一致）

議第40号 令和３年度寒河江市下水道事業会計
利益の処分及び決算の認定について

可決および認定
（全会一致）

議第41号 令和４年度寒河江市一般会計補正予
算（第５号）

可決
（全会一致）

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

採
決
結
果 

國
井
　
輝
明

太
田
　
陽
子

鈴
木
み
ゆ
き

安
孫
子
義
徳

月
光
　
裕
晶

後
藤
健
一
郎

渡
邉
　
賢
一

古
沢
　
清
志

佐
藤
　
耕
治

太
田
　
芳
彦

阿
部
　
　
清

沖
津
　
一
博

荒
木
　
春
吉

柏
倉
　
信
一

木
村
寿
太
郎

伊
藤
　
正
彦

議第36号 ※ 退 ○ ○ 欠 ○ 退 ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

○は賛成、×は反対、欠は欠席、退は退席　※議長は採決に加わらない。

※議第36号は再任、議第52号は新任するもの。

令 和 ４ 年 第 ２ 回 臨 時 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

議第34号 令和４年度寒河江市一般会計補正予
算（第３号）

可決
(全会一致) 議第35号 令和４年度寒河江市水道事業会計補

正予算（第１号）
可決

(全会一致)

提出議案等と採決結果令和４年第２回臨時会
令和4年第３回定例会

可決・否決……一般議案、予算等
同意・不同意…人事案件等
認定・不認定…決算議案等
承認・不承認…専決処分議案等
採択・不採択…請願・陳情

第３回定例会の議案等は
こちらから（市議会ＨＰ）
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一　般　質　問

 財政　 質問者  有機質肥料を活用した農業の促進	 Ｐ11 佐藤
 令和３年度決算	 Ｐ12 柏倉  さくらんぼ収穫期の市職員従事	 Ｐ13 荒木
 新型コロナウイルス対策 木村  経済　 質問者
 社会・暮らし　 質問者  市内経済活性化	 Ｐ12 古沢
 デジタル化でより便利に 月光  防災　 質問者
 JR左沢線の利用促進 阿部  防災について	 Ｐ９ 太田（芳）
 健康・福祉　 質問者  災害に強いまちづくり	 Ｐ11 佐藤
 HPVワクチン 鈴木  災害被害と減災 古沢
 生活困窮者への支援 太田（陽）  教育　 質問者
 子育て　 質問者  学校施設整備計画の用地選定 鈴木
 低所得の子育て世帯 鈴木  学校統廃合	 Ｐ10 渡邉
 子どもの障がいと現場への支援	 Ｐ11 月光  学校統廃合	 Ｐ10 太田（陽）
 放課後児童クラブ	 Ｐ12 木村  小中学校におけるICT教育の現状 阿部
 農業　 質問者  児童生徒の安全 古沢
 米粉利用の促進	 Ｐ10 鈴木  教育行政 柏倉
 農業生産資材価格高騰への対策	 Ｐ11 阿部

自
主
防
災
会
の
活
動

の
現
状
は

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
訓
練

も
自
粛
ム
ー
ド
に
あ
る
よ
う

だ
が
、
年
１
回
程
度
の
訓
練
は
必
須
で
あ
り
、
本
市

の
指
導
体
制
と
消
防
団
の
協
力
が
不
可
欠
と
思
う
が

連
携
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

問
本
市
の
自
主
防
災
組
織
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
枠

組
み
で
編
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

課
自
主
防
災
組
織
は
、
基
本
的
に
は
町
会
単
位
で
組

織
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
市
全
体
で
84
組
織
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
単
独
町
会
が
55
組
織
、
複

数
町
会
が
29
組
織
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

問
消
防
団
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
年
間
の
計
画
を

立
て
て
訓
練
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
。

市
消
防
団
は
、
年
間
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
火
災
防

御
訓
練
な
ど
の
各
種
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

市
と
一
体
と
な
っ
た
訓
練
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
消

防
団
か
ら
御
意
見
を
お
聞
き
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

問
今
回
の
大
雨
で
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
が
鳴
っ
た

が
、
本
市
の
「
防
災
無
線
」
は
稼
働
し
た
の
か
。

課
８
月
４
日
午
前
４
時
30
分
、
南
部
地
区
に
避
難
指

示
を
発
令
し
、
複
数
の
ツ
ー
ル
で
情
報
発
信
し
た
ほ

か
、
町
会
長
や
消
防
団
か

ら
も
声
掛
け
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方

が
就
寝
中
で
あ
り
、
不
安

や
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
可

能
性
を
考
慮
し
、
防
災
無

線
の
使
用
は
見
合
わ
せ
ま

し
た
。 太

田
芳
彦 

議
員

Ｑ.一般質問とはなんですか？

　今回の一般質問は11名の議員が23テーマについて行いました。その中
からピックアップし、質問と答弁を要約して掲載します。

Ａ.�行政側から提案される議案の疑問点を問うのが「質
疑」です。「一般質問」は、提案された議案ではなく、
議員が行政側に現状や見通しを聞くことです。

地区の防災無線

一般質問録画映像は
こちらから

９月６日 ９月８日

市…市長答弁　　教…教育長答弁　　課…課長答弁
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子
ど
も
を
中
心
に
考

え
た
学
校
再
編
を

さ
が
え
っ
子
が
明
日
へ

の
希
望
を
実
感
で
き
る

学
校
再
編
を

小
麦
シ
ョ
ッ
ク
の
解
消

は
米
粉
利
用
促
進

問
市
内
９
カ
所
で
行
わ
れ
た

説
明
会
で
の
保
護
者
や
地
域

の
方
か
ら
の
声
を
ど
の
よ
う
に
聞
き
、
計
画
な
ど
修

正
す
る
の
か
。

教
説
明
会
で
は
多
数
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
学
校
施
設
の
整
備
に
向
け
、
一
部

変
更
も
視
野
に
入
れ
、
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 

問
小
学
校
と
中
学
校
で
２
度
の
統
合
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
不
安
材
料
と
な

っ
て
い
る
が
見
直
し
の
考
え
は
。

教
子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る

と
い
っ
た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
い
わ
ゆ
る

２
段
階
統
合
の
実
施
等
に
つ
い
て
、
現
在
改
め
て
検

討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
所
と
の
連
携
は
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

教
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
推
進
会
議
」
で
検
討
さ
れ
ま
す
が
、
今

後
と
も
、
説
明
会
で
の

ご
意
見
等
を
庁
内
で
情

報
共
有
す
る
な
ど
連
携

を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

　
市
民
団
体
の
要
望
書
と
見

直
し
請
願
署
名
８
２
０
筆
（
質
問
日
現
在
）
は
、
市

民
の
ゆ
る
ぎ
な
い
意
思
表
示
だ
。

問
市
民
の
声
を
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

教
要
望
書
と
多
く
の
方
々
の
見
直
し
署
名
に
つ
い
て

は
、貴
重
な
ご
意
見
と
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
説
明
会
を
開
催
し
て
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
計
画
の
一
部
変
更
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 

問
マ
ン
モ
ス
中
学
校
１
校
へ
の
統
合
は
や
め
て
、
中

規
模
校
２
校
に
す
べ
き
だ
。

教
「
新
し
い
教
育
」
に
必
要
な
資
源
を
集
中
さ
せ
、

確
か
な
力
を
育
て
よ
う
と
す
る
、
子
ど
も
達
の
た
め

の
学
校
整
備
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
市
民
の
皆

様
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。 

問
市
民
の
納
得
と
十
分
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
一
旦
計
画
を
白
紙
に
戻
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
学
校
の
経
営
に
は
保
護
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
よ
り
よ
い
学
校
施
設
の
整

備
に
向
け
、

時
間
を
か
け

て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。 

　
小
麦
の
約
９
割
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
た
た
め
、
世
界
情

勢
に
よ
り
、
小
麦
不
足
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
米
粉
だ
。
米
粉
の
利
用
促

進
と
支
援
な
ど
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

問
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
米
粉
を
、
本
市
の
農
業

政
策
と
し
て
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

市
米
粉
は
パ
ン
や
麺
類
等
、
小
麦
粉
の
代
替
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
消
費
拡
大
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か
、
関
係
機
関
と

共
に
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
作
付
け
や
生
産
施
設
補
助
、
学
校
給
食
や
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
な
ど
利
用
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

市
米
粉
用
米
は
需
要
に
応
じ
た
作
付
け
を
し
て
い
ま

す
。
米
粉
を
利
用
し
た
学
校
給
食
献
立
の
増
加
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
需

要
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
い
た
し
ま
す
。 

太
田
陽
子 

議
員

渡
邉
賢
一 

議
員

鈴
木
み
ゆ
き 

議
員

考える市民の会のつどい

学校再編を考える市民の会
による市長への要請

つや姫の米粉を利用した米粉めん
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化
学
肥
料
か
ら
有
機

質
肥
料
へ
の
転
換

農
業
資
材
の
価
格
高

騰
に
対
す
る
市
独
自

支
援
を

子
ど
も
の
障
が
い
と

現
場
へ
の
支
援

　
飼
料
と
肥
料
が
価
格
高
騰

し
て
い
る
中
、
有
機
質
肥
料

を
活
用
し
輸
入
原
料
の
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
、
飼

料
並
び
肥
料
の
自
給
率
ア
ッ
プ
に
よ
る
強
い
農
業
経

営
を
目
指
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

問
本
市
の
畜
産
の
自
給
飼
料
の
取
り
組
み
は
。

市
市
農
業
再
生
協
議
会
で
定
め
る
「
令
和
４
年
度
水

田
収
益
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
飼
料
用
米
作

付
へ
の
助
成
に
よ
り
、
飼
料
用
作
物
の
生
産
面
積
増

加
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。 

問
畜
産
農
家
と
稲
作
・
園
芸
農
家
と
の
耕
畜
連
携
を

進
め
る
こ
と
で
輸
入
に
頼
ら
な
い
体
系
こ
そ
、
持
続

可
能
な
地
域
農
業
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
飼
料
用
米
作
付
圃
場
か
ら
発
生
し
た
稲
わ
ら
を
畜

産
業
に
活
用
し
た
場
合
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
畜
産
農
家
か
ら
稲
作
農
家
等
へ
の
良
質

堆
肥
の
還
元
、
稲
作
農
家
か
ら
も
み
殻
等
の
供
給
と

い
っ
た
耕
畜
連
携
・
資
源
循
環
型
農
業
の
推
進
や
、

果
樹
等
水
稲
以
外
の
作
物
へ
の
堆
肥
利
用
拡
大
等
、

地
域
に
根
差

し
た
体
制
構

築
を
図
り
、

農
業
経
営
の

安
定
を
進
め

て
ま
い
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
理
不
尽
な
ロ

シ
ア
の
侵
攻
・
国
際
問
題
が
重
な
り
、
原
油
や
さ
ま

ざ
ま
な
原
料
が
高
騰
し
、
穀
物
や
生
産
資
材
へ
の
影

響
が
大
き
い
。
生
産
者
が
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た

め
の
支
援
を
。

問
酪
農
家
や
畜
産
農
家
は
、
飼
料
の
高
騰
に
よ
り
経

営
が
深
刻
な
状
態
に
あ
る
。
本
市
の
支
援
策
は
。

市
乳
牛
、
肉
用
牛
、
採
卵
鶏
農
家
を
対
象
に
支
援
金

を
交
付
す
る
畜
産
農
業
緊
急
支
援
対
策
交
付
金
を
今

回
の
補
正
予
算
で
提
案
し
、
畜
産
経
営
安
定
化
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

問
農
業
生
産
資
材
の
高
騰
は
、
農
業
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
。
本
市
の
支
援
策
は
。

市
令
和
３
年
の
農
業
収
入
が
１
０
０
万
円
以
上
の
農

業
経
営
者
等
に
対
し
、
応
援
金
を
交
付
す
る
農
業
経

営
緊
急
応
援
事
業
を
今
回
の
補
正
予
算
で
提
案
し
、

営
農
継
続
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
子
ど
も
が

増
え
て
い
る
状
況
の
中
、
そ

の
子
ど
も
た
ち
や
親
、
現
場
で
か
か
わ
る
人
た
ち
な

ど
も
含
め
、
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
増
加
す
る
発
達
障
が
い
の
子
ど
も
に
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
障
が
い
の
程
度
や
子
ど
も
の
発
達
状
況
を
慎
重
に

判
断
し
、
保
護
者
の
理
解
の
も
と
、
適
切
な
時
期
に

生
活
訓
練
等
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係

機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。 

問
現
場
で
頑
張
る
幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
発
達
障
が
い
の
子
ど
も
を
担
当
す
る
職
員
の
み
に

負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
障
が
い
を
理
解
す
る
研
修
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
保
育
施
設
等
の
現
状
を
確
認

し
、
支
援
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

問
平
等
な
教
育
や
保
育
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
私

立
の
こ
ど
も
園
な
ど
に
も
補
助
は
必
要
で
は
な
い
か
。

市
私
立
こ
ど
も
園
に
は

国
が
定
め
る
公
定
価
格

に
よ
り
費
用
を
支
出
し

て
お
り
ま
す
が
、
施
設

運
営
安
定
の
た
め
、
感

染
症
予
防
補
助
を
継
続

す
る
ほ
か
国
の
交
付
金

を
活
用
し
た
支
援
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤
耕
治 

議
員

阿
部　
清 

議
員

月
光
裕
晶 

議
員

乾燥したさらさらの
完熟たい肥

牛さんは「もっと支援を」と
ないています

現場の負担を軽減するべき
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

需
要
増
加
へ
の
対
応

膨
大
な
予
算
を
擁
す

る
公
共
施
設
見
直
し

市
内
経
済
活
性
化
に

向
け
て

　
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
す

る
保
護
者
の
助
け
と
な
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、市
内
の
全
学
区
で
運
営
さ
れ
、

今
後
も
さ
ら
に
需
要
が
高
ま
る
と
思
う
が
対
策
は
。

問
運
営
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
が
、
本
市
で

は
ど
の
よ
う
な
運
営
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
16
施
設
は
す
べ
て
公

設
民
営
で
運
営
し
て
お
り
、
保
護
者
の
み
の
保
護
者

会
、
地
域
の
方
々
を
含
め
た
運
営
委
員
会
の
い
ず
れ

か
で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

問
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
人
数
や
指
導
方
法
が
異

な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
等
の
発
生
は
な
い
の
か
。

市
国
が
示
す
運
営
指
針
に
基
づ
き
、
各
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
創
意
工
夫
に
よ
り
質
の
向
上
に
努
め
て
運

営
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
人
数
や
指
導
方
法
の
違
い

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

問
近
年
、
保
育
士
・
指
導
員
・
支
援
員
が
不
足
気
味

と
聞
く
が
、
今
後
の
対
応
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
現
在
、
市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
数
は

す
べ
て
基
準
を
満
た

し
て
お
り
不
足
は
生

じ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
引
き
続
き
ク
ラ

ブ
と
協
力
し
、
必
要

な
職
員
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
本
市
は
、
老
朽
化
に
伴
う

公
共
施
設
の
見
直
し
、
小
中

学
校
の
統
廃
合
問
題
等
、
膨
大
な
財
源
を
伴
う
事
業

実
現
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
含
め
今
後
の
対
応
は
。

問
決
算
内
容
を
検
証
し
た
な
か
で
、
公
共
施
設
見
直

し
計
画
に
対
す
る
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
財
政
負
担
の
平
準
化
の
観
点
か
ら
、
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
施
設
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
の
整
備
に
備
え
、
市
有
施
設
整
備
基
金
の

更
な
る
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

問
２
年
目
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
決
算
、
感

染
・
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
だ
感
想
は
。

市
前
年
に
引
き
続
き
幅
広
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実

施
し
た
結
果
、
約
20
億
円
と
大
き
な
財
政
支
出
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
適
宜
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。 

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
の
悪

化
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
食
料
品
や
建
設
資
材
等
の
値
上
げ

に
よ
り
、
今
後
、
市
民
生
活
に
影
響
は
な
い
か
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
よ
う
な
も
の
を
継
続
的
に

発
行
す
る
の
か
。

市
年
末
年
始
で
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
実
施
に

向
け
、
事
業
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
商

工
会
等
関
係
諸
団
体
と
連
携
を
図
り
、機
を
逃
さ
ず
、

適
切
な
地
域
経
済
活
性
化
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
売
上
高
だ
け
で
収
益
を
見
る
の
で
は
な
く
、
収
益

率
を
重
視
し
て
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

市
売
上
が
増
加
し
て
も
原
材
料
や
燃
料
費
が
高
騰
し

利
益
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
利
益
率
の
減
少
に
着
目
し
た
支
援
金
に
よ

り
事
業
者
の
事
業
継
続
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

問
物
価
高
騰
や
円
高
に
よ
り
、
今
後
、
請
負
金
額
の

変
更
や
市
発
注
の
計
画
策
定
に
も
影
響
は
あ
る
か
。

市
契
約
約
款
に
基
づ
き
請
負
代
金
の
変
更
な
ど
対
応

が
必
要
で
あ
り
、
安
定
的
な
工
事
の
執
行
や
品
質
確

保
の
観
点
か
ら
、
物
価
高
騰
に
対
応
し
円
滑
な
発
注

と
施
工
体
制
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

木
村
寿
太
郎 

議
員

柏
倉
信
一 

議
員

古
沢
清
志 

議
員

「さくらっこクラブ」の子どもたち

どうなる、本市の市立病院

期待が大きい
プレミアム商品券
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議 会 日 誌
　寒河江市議会はさまざまな分野について日々調査・研究を行っており

ます。今回、総務産業常任委員会の意見交換会について報告します 。

農
業
問
題

　
９
月
１
日
（
木
）
付
毎
日

新
聞
地
方
欄
に
本
市
さ
く
ら

ん
ぼ
農
家
２
軒
の
記
事
あ
り
。
課
題
は
設
備
投
資
と

人
材
確
保
だ
。
県
内
の
さ
く
ら
ん
ぼ
農
家
は
２
０
１

０
年
の
１
万
戸
が
現
在
は
７
０
０
０
戸
に
減
り
、
各

農
家
の
負
担
増
に
な
っ
て
い
る
。

問
今
夏
よ
り
実
施
し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
収
穫
期
に
お
け

る
本
市
職
員
の
農
業
従
事
策
の
現
況
は
。

市
収
穫
期
間
内
に
、
23
名
の
市
職
員
か
ら
延
べ
３
５

６
時
間
の
申
請
が
あ
り
、
本
業
に
支
障
の
無
い
範
囲

内
で
従
事
し
ま
し
た
。
受
入
農
家
か
ら
は
、
ま
た
お

願
い
し
た
い
等
の
声
が
あ
り
お
お
む
ね
好
評
で
し
た
。

問
本
市
施
策
の
来
年
の
取
り
組
み
は
。

市
市
職
員
と
受
入
れ
農
家
に
制
度
の
周
知
を
行
い
、

マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
係
る
問
い
合
わ
せ
窓
口
の
設
置
を

を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
市
内
民
間
事
業
者
に
も
こ
の

制
度
が
広
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
２
０
１
５
年
に
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

る
空
き
家
を
「
特
定
空
き
家
」
に
指
定

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
法
律
上
は

空
き
家
へ
の
対
策
が
大
き
く
前
進
し
て

お
り
ま
す
が
、
本
市
を
含
め
全
国
的
に

も
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
で

は
先
進
地
の
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
に
加

え
、
本
市
空
き
家
の
現
状
把
握
と
今
後

必
要
と
な
る
行
政
支
援
の
在
り
方
等
に

つ
い
て
、
山
形
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
寒
河
江
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
主
に
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

◆ �

空
き
家
バ
ン
ク
を
よ
り
使
い
勝
手

が
良
く
、
広
く
活
用
さ
れ
る
た
め

の
取
り
組
み
方
法
。

◆ �「
資
産
」
か
ら
「
残
さ
れ
る
と
解
体

費
用
等
が
か
さ
む
負
の
資
産
」
へ

と
価
値
観
の
変
化
。

◆ �
空
き
家
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
の

道
路
事
情
が
利
活
用
の
大
き
な
要

因
の
一
つ
。

◆ �

空
き
家
相
談
会
に
つ
い
て
の
積
極

的
な
情
報
提
供
。

◆ �

雇
用
の
改
善
も
含
め
て
、
空
き
家

の
流
動
性
を
高
め
る
取
り
組
み
。

◆ �

寒
河
江
市
の
地
域
情
報
発
信
に
よ

る
空
き
家
の
付
加
価
値
向
上
。

 

今
後
、
本
委
員
会
と
し
て
調
査
・
研

究
を
継
続
し
、
課
題
解
決
に
向
け
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

決
算
特
別
委
員
長
を
互
選

　
９
月
９
日
の
決
算
特
別
委
員
会
に
お

い
て
、
新
た
に
決
算
特
別
委
員
長
が
互

選
さ
れ
ま
し
た
。

�

新 

委 

員 

長　

 

阿　
部　
　
　
清

荒
木
春
吉 

議
員

本市職員の農業従事

7月15日開催の意見交換会
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議
員
の
人
と
な
り
に
グ
ッ
と
迫
る
。

も
っ
と
身
近
に
、
も
っ
と
親
し
み
や
す
く
。

あ
な
た
の
お
す
す
め
の
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

問

寒
河
江
の
天
然
水
と
い
え

ば
葉
山
市
民
荘
前
の
長
命

水
。
登
山
客
や
自
転
車
愛

好
家
の
方
々
か
ら
も
大
変

美
味
し
い
と
好
評
で
す
。

國井輝明

無会派

私
の
地
区
、
臥
龍
橋
。
赤
い

橋
に
か
ら
ま
る
ツ
タ
の
葉
。

秋
に
な
る
と
葉
が
真
っ
赤

に
。
新
臥
龍
橋
か
ら
の
眺

め
は
絶
景
で
す
。

太田陽子

無会派

島
の
お
稲
荷
様
。
境
内
の

新
兵
衛
稲
荷
松
は
市
の
天

然
記
念
物
。
雄
大
で
瑞
々

し
い
松
と
季
節
の
花
が
咲

く
癒
し
の
ス
ポ
ッ
ト
。

鈴木みゆき
国民・立憲
民主クラブ

寒
河
江
公
園
の 

さ
く
ら
の

丘
。
桜
満
開
の
晴
天
、
月

山
・
朝
日
連
峰
の
残
雪
と

青
空
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
と
て
も
綺
麗
！

安孫子義徳

寒河江創生会

寒
河
江
市
か
ら
大
江
町
三

郷
に
抜
け
る
山
道
に
あ
る

稲
荷
大
明
神
。
長
岡
山
と

は
ま
た
違
っ
た
寒
河
江
市

が
一
望
で
き
る
場
所
。

月光裕晶

無会派

長
岡
山
の
頂
上
の
駐
車

場
。
日
中
の
眺
望
、
夜
の
絶

景
、
そ
し
て
子
ど
も
達
と

の
天
体
観
測
場
所
と
し
て

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

後藤健一郎

寒河江創生会

二
ノ
堰
は
大
江
氏
が
築
い

た
寒
河
江
川
か
ら
旧
寒
河

江
城
址
に
至
る
歴
史
文
化

遺
産
で
あ
り
、
遊
歩
道
は

絶
好
の
散
歩
コ
ー
ス
。

渡邉賢一
国民・立憲
民主クラブ

最
上
川
ふ
る
さ
と
公
園
。

産
直
あ
り
、
子
供
の
遊
び

場
あ
り
、
公
衆
浴
場
あ
り
、

雄
大
な
最
上
川
の
ほ
と
り

で
の
く
つ
ろ
ぎ
が
好
き
。

古沢清志

無会派

慈
恩
寺
山
頂
の
山
王
台
か

ら
見
下
ろ
す
市
内
の
様
子

と
清
流
寒
河
江
川
は
、
忙

し
い
日
々
か
ら
の
「ひ
と
と

き
の
癒
し
の
空
間
」。

佐藤耕治

寒政クラブ

「
さ
く
ら
の
丘
」
以
前
と
違

い
、
雑
草
が
き
れ
い
に
刈

ら
れ
、
来
年
の
春
の
お
花

見
に
は
最
高
と
思
い
ま

す
。 

太田芳彦

令和の会

最
上
川
の
堤
防
か
ら
見
る

さ
く
ら
ん
ぼ
時
期
２
カ
月

間
の
雨
よ
け
テ
ン
ト
の
銀

世
界
、
夕
焼
け
色
の
海
を

眺
め
る
風
景
。

阿部清

寒政クラブ

新
市
民
浴
場
建
設
現
場
か

ら
見
え
る
高
瀬
山
の
桜
、

月
山
の
残
雪
、
高
瀬
大
橋

の
架
か
る
最
上
川
は
市
内

随
一
の
美
し
い
景
観
。

沖津一博
国民・立憲
民主クラブ

八
幡
原
か
ら
眺
め
る
霊
峰

月
山
の
冠
雪
。
厳
冬
期
の

曙
光
で
お
ピ
ン
ク
色
に
染

ま
る
瞬
間
。
春
季
の
麓
が

果
樹
花
満
開
の
時
季
も
。

荒木春吉

令和の会

春
先
寒
河
江
川
を
起
点

に
、
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
石

持
と
続
く
「
桜
回
廊
」
は
絶

景
、
「桜
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
」

「癒
し
の
空
間
」。

柏倉信一

令和の会

春
の
桜
が
満
開
、
夏
の
村

山
盆
地
の
花
火
、
秋
の
紅

葉
、
冬
の
高
台
に
輝
く
地

元
の
白
岩
小
、
素
晴
ら
し

い
散
歩
コ
ー
ス
が
絶
景
。

木村寿太郎

寒河江創生会

国
史
跡
慈
恩
寺
が
お
す
す

め
。
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
で
学

ん
で
、
本
堂
ま
で
登
り
仏

像
を
拝
観
、
ハ
イ
キ
ン
グ

を
兼
ね
て
周
辺
を
散
策
。

伊藤正彦

寒政クラブ

より近くに。
時代に合わせた発信

○寒河江市議会広報委員会
太田　陽子
月光　裕晶
後藤健一郎

佐藤　耕治
阿部　　清
沖津　一博

委員長　荒木　春吉
副委員長　安孫子義徳

＠sagae.gikai ＠sagae_gikai ＠sagae_gikai

市議会では、ＳＮＳによる情報発信を
行っております。
いいね！やフォロー、よろしくお願い
します。

議
員
の
横
顔

■
発

行
　

寒
河

江
市

議
会

　
■

編
集

　
寒

河
江

市
議

会
広

報
委

員
会

　
■

印
刷

　
寒

河
江

印
刷

株
式

会
社

　
こ

の
市

議
会

だ
よ

り
の

用
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

令和４年第４回定例会（予定）
日 月 火 水 木 金 土

12/4 5

招集告示
6 7

一般質問
締切日

8

議会運営
委員会

9 10

11 12 13

本会議
（議案説明）

14

議案調査日
15

議案調査日
16

本会議
（一般質問）

17

18 19

議案調査日
20

本会議
（一般質問）

21
本会議（質疑）
予算特別委員会、
委員会・分科会

22
委員会・分科会

23

事務処理日
24

25 26
事務処理日
議会運営委員会

27
予算特別委員会
本会議（採決）

28 29 30 31

■請願・陳情の締め切り
　第４回定例会の請願・陳情は12月７日（水）正午
までに議会事務局へご持参ください。

傍聴をご希望される皆様へ
　開会時間はいずれも午前９時30分の予定です。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点
等から、日程が変更になる可能性や、傍聴をご遠慮
いただく場合があります。詳細は議会事務局（☎
85-1899）にお問い合わせください。

　また、市議会ホームページでは、
インターネットによる本会議等のラ
イブ中継、録画映像の配信を行って
おりますので、ぜひご覧ください。 市議会

インターネット中継

14Letter2022.11.04


